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■個人情報もWebで管理

鵜川　最近「すごいなー」と感じたの
は、iCloud

1

の発想。モノやデータを購
入するんじゃなくて、権利を購入すると
いう考え方ですよね。かつてあったコ
ピーコントロール CD

2

とは、全く逆の発
想。もちろん、それを実現するには、技
術もプラットフォーム

3

も必要だったわ
けで、両者を同じ土壌では考えられませ
んが、そもそも数売って利潤につなごう
って発想が基本了解だったのに、Apple
1　Apple 社の提供するクラウド・サービスの名称。従来
の PC がハードディスクをベースにしていたのに対し、ク
ラウド（・コンピューティング）においてはインターネ
ットをベースにした利用を基本としている。
2　デジタルコピー抑止のために開発された CD。2002
年頃から各社で導入されたが、2006 年頃までには各社撤
退している。
3　ソフトの動作基盤となる OS やハードウェアのことを
指す。



には、消費構造そのものを改革して、新
しいビジネスモデルを作りあげようとい
う気概を感じる。『ユリイカ』の SNS 特
集で、ニコ動の夏野さんが言ってたんで
すが

4

、ネットでは、最初からお金のこ
とを考えるとほぼ失敗する、と。まずは、
ユーザーの利便性を向上させることが第
一なんですって。パソコンって、初期投
資があって、その先に何かやりたいこと
があれば、そこそこのお金が必要という
のがかつての一般認識だと思うんですけ
ど、iPhone や iPod は、ソフトウェアそ
のものは無料か、非常に廉価なものが多
い。そこから、コンテンツやアドオン

5

でお金を回収する。それこそ、音楽を聞

4　夏野剛「ニコニコ動画のコアにあるもの」『ユリイカ 
2011 年 2 月号 ソーシャルネットワークの現在』（青土社）
5　コンテンツとは動画・音楽・テキストなど、情報の中
身のこと。アドオンとはソフトウェアの拡張機能のこと。



くソフトが売ってた時代があるっていう
のが、今からすれば考えられないですよ
ね。
細井　そうそう、iPhone が発売された
ときに面白いなと思ったのは、iPhone
用のアプリというのは誰でも作れて、そ
れをリリースすることで無名のクリエー
ターでもチャンスを得ることが出来ると
いう点です。そーゆーカレッジ・ビジネ
ス的というか、才能さえあればキャリア
は知名度に関係なく成功できる、という
発想に立ってモノ作りをしているのがと
てもアップルらしいなと思いましたね。
ジョブズは基本的に、才能あるクリエー
ターにチャンスを与えたり、お金を受け
取るべき人がちゃんとお金を受け取れる
ビジネスモデルを作ろうとしていて、既
存の企業同士での馴れ合いとか予定調和



みたいなものから距離を置いているとこ
ろが成功した原因なんだろうし、またク
リエーターからの支持が多い理由なんだ
と思います。
　iCloud の話をちょっとすると、どこ
からでもアクセスできるっていうのが個
人的には魅力です。例えば iPod を僕は
2 台持ってるんですけど、片方にしか入
ってない曲があると、当たり前だけども
う片方で聴くことはできない。だけど
iCloud だと、どのデバイスでもアクセ
スできますからね。その意味で音楽と電
子書籍に関して、すごく期待してます。
鵜川　データのバックアップも iCloud
は優れてるんですよね？　話に聞いてい
るだけなので、よくは知らないんですが、
確かに、どのデバイスからでも等しくア
クセスできるっていうのは、バックアッ



プやデータの共有に絶大な効力を発揮す
る。僕の活動はパソコンベースですが、
Dropbox

6

の便利なことと言ったら、ち
ょっとないですね。職場でファイルを編
集していて、そのまま家でも続きをやれ
る。以前なら、パソコンのデータと USB
のデータ、どっちが新しいんだっけとか、
せっかく編集したのに SkyDrive

7

に上げ
忘れたとかあったけど、そういうことが
起こらない。って、まあ、Web 上に上
げたファイルにアクセスできなくなる、
という状況を全く想定から外しての話で
すが。それと、特に問題になるのは安全
性かな。

6　オンライン・ストレージ・サービスの一種。インター
ネットを媒介にして、複数の PC 間でのデータ共有を容易
に行える。
7　マイクロソフトの提供するオンライン・ストレージ・
サービス。



細井　うんうん、そこなんですよね。確
かにウェブ上で情報を管理することは、
個人〜集団を問わず共有できるメリット
があるけれども、第三者から見られてい
るというリスクが確実につきまとうんで
すよね。日記が親や教員から見られてい
るような（古典的な表現かな？）。そこ
を単純に便利だからいいよね、では片付
けられないですよね。実際、Twitter で
の発言も監視されていると言いますし。
その意味で、SNS なりクラウドサービス
というのは為政者が我々個人を監視する
ための便利なシステムだと言えるという
考えはずっとあります。個人的なことを
言うと、iPhone のアプリにある位置情
報サービスっていうのに、僕はどうして
も馴染めません。Twitter とか FB で僕
の現在地が他の人にもわかるってことな



んだけど、「どこにいようがいいじゃな
いか、放っておいてくれ」って気分にな
るんです。それが営業の仕事とかだった
ら尚更ですよね。でも将来、みんなスマ
ホ持たされて、「常に位置情報をオンに
しておくように」みたいな社会になった
らイヤだなあ、と思うんですよね。陳
腐な例だけど『1984』

8

的な。けど、実
際にもう世の中はそうなってると思いま
す。僕が心配になるのは、世の中の人た
ちがそーゆーことに余りにも無自覚なん
じゃないかということですね。今の若い
人たちがどれだけ日記を書いてるかは知
らないけど（それはそれで興味がある話
題：笑）、SNS はかなりの割合でやって

8　ジョージ・オーウェル『1984 年』（ハヤカワ文庫）。
1949 年刊行でありながら、ビッグ・ブラザーやニュース
ピークなど、現代の管理社会につながる世界像が提示さ
れている。



ると思うんです。そうすると、「あなた
の個人情報だだ漏れだよ」って言っても、

「そーなんですか。でも、ただちに問題
はないし」みたいな感覚の人間が当たり
前になっていったりするのかなあ、とい
う。要するに情報が誰かに見られてるっ
てことに対する違和感をみんなが持たな
くなっていくということですが、そこが
個人的にはけっこう心配なところではあ
ります。

■情報は見られている！

鵜川　外部化っていうことで言えば、記
憶も知識も、これまでは主に紙を用いて
外部化していたのが、今は Web 上に置
かれている。大きくは、知識の形成のさ
れ方やその運用のされ方の変化（集合知



やオープンソース
9

）が挙げられるんだ
ろうと思うんですが、もっと身近なとこ
ろでは、写真だったりスケジュールだっ
たり、個人的な感情や考えの流れのよう
なものまでが、Web 上に存在している。
これって、冷静に考えると、ちょっと怖
いですよね。ある人の性格や思考傾向は、
Twitter や SNS を見れば明らかだし、ス
ケジュールも、個人の購買情報も、特定
の IP アドレスからアクセスされたペー
ジの履歴も Web 上にある。その怖さが
前景化しないのは、無根拠な信頼が成立
してるからなんですよね。でも、個人の
情報（の集積）を反映して、例えば検索
した時の広告なんかは表示されている。
　監視されてるっていう話はよく聞きま
9　これらは、個人や限定された組織（会社など）ではな
く、Web を媒介にした多数の人間によって支えられてい
る。Wikipedia はその一つ。



すね。実際に Twitter や SNS の記述内容
や人間関係は、テロ対策に生かされてい
るらしいですし。あと、見られてるって
いうことで言えば、Google ストリート
ビューで問題化した部分

10

は、これに近
いのかも。自分の姿が誰かに見られてい
る、さらされているという感覚は、どこ
までがプライバシーなのか、どうやって
プライバシーを守るのか、という問題を
自覚させるに充分だったはず。なのに、
細井さんの言うとおり、「個人情報だだ
漏れ」でも気にしていない人が、結構多
い。だって、「こんなこと日記とかブロ
グに書いちゃうの !?」、みたいなことが

10　Google ストリートビューは、Google の提供する
Web サービス。世界各地の風景を主観視点で見ることが
できるのだが、その画像撮影時に写り込んだ私生活の様
子がプライバシーの侵害であるとして問題を巻き起こし
た。



普通に書かれてたりするわけじゃないで
すか。Twitter だと、その敷居がさらに
下がってる。個人が簡単に特定できるの
にもかかわらず。僕自身は、見られてい
る感覚が強いから（多分、細井さんもそ
うだと思いますが）書く場に応じて演じ
方を変えています。
　それでも、こちらの考えの及ばないと
ころで、自分がデータ化されて監視／管
理されている感覚はありますよね。例え
ば、Google 検索の PageRank テクノロ
ジー

11

自体、我々のネットサーフィンの
経路がたどられることによって成立して
いる技術ですし、あるいは、検索の時の
予測表示では、こちらの考えや要求が先
回りされて織り込まれている感覚を持ち

11　Webページの重要度を判定する技術。Google 検索の
精度を支えている。



ます。これは、Amazon とかの商品紹介
では更に先鋭化されていると感じる。さ
らにさらに、Twitter や mixi では、フォ
ローやマイミクの関係性から、友人であ
りそうな人のアカウントが紹介されて、
そことつながることを勧められたりす
る。実際にそれが知っている（けど、つ
ながるほどの関係ではない）人だったり
すると、純粋に Web 上のデータだけか
らその関係が推測され、実際に当たって
いるということに、かなーり、いやな気
分を覚えますね。ただ、最近では慣れて
しまっている部分もあって、そういうと
ころを気にしないことができるようにな
っている。現実が変わっているわけでは
ないのに、違和感を維持できない。怖い
ですよ、単純に。細井さんの言う「位置
情報」も、そのうち、公開していない人



の方が後ろ指さされるみたいな時代が来
るのかもしれない。それこそ SFですね。
細井　1990 年代後半生まれの子って、
物心ついたら Web 2.0

12

が当たり前にな
ってる世代なんですよね。そうなると、
今出てきているような違和感を感じるこ
とは難しいのかもしれない。要するに僕
たちが「TV のない社会を想像しなさい」
と言われてるのと同じようなもので。

■監視されても気にならない

細井　さっき書いた支配の話に戻ります
が、かつての社会と個人の関係性におい
ては、社会が管理力を強めることは個人
の自由を奪う可能性がある、というので
否定的に語られていたわけだけれど、あ
12　一方的な受信者に過ぎなかった大衆が、Web を通じ
て発信者になることができるようになった状況。2000 年
代中頃から盛んに言われるようになった。



る時期から権力の側に人々が管理される
ことを委ねているという状況があるとい
うのは、90 年代以降に良く語られた話
ですよね。僕はこの話が好きなんで良く
引用しますけれど（笑）、子供を公園で
遊ばせておくのは心配だから監視カメラ
をつけてくれ、と親たちが要望したとい
うような例ですね。確かに抑止力にはな
るかもしれないけど、本気で子供たちを
殺そうとしてる人間が来たら、当然何の
役にも立たない。そういうことに気づか
ないで、自分自身が監視されるという負
の可能性に気づかないまま、自らを権力
の監視下に置こうとしている。似たよう
な状況が、現在のネット上でも起こって
いると感じます。
鵜川　その「監視」という点に関して、
今、ふと思ったんですけど、大衆（僕は



一体何者だ、っていう…笑）は「監視」
したりされたりすることに、そんなに関
心がなかったりして。リアルの話に引き
戻しますが、例えば職場にいろんな人の
動向をよーくチェックしてる人がいて、
それってじゃあみんながそうしてるかっ
ていうと、意外とそうでもない。他人に
そこまでの興味をさけないし、一方で自
分がそういう人に見られていることに嫌
悪感や危機感を持つかっていうと、そう
でもない。隣に誰がいるのか、っていう
ことが気にならないというか、気にしな
い。ネットでも、自分たちのコミュニテ
ィがあって、その外にも確かに世界が広
がっているはずなんだけど、今あるつな
がりにしか興味がないから、自分が外か
ら見られていようがどうでもいい。なん
か、子供の社会みたいですね。コミュニ



ティそのもののつながりが強固だからな
のか、それともコミュニティ内部からの
視線に対応することの方が大変だからな
のか。って、とりあえずコミュニティの
話に限定して話しちゃってますが。
細井　ネット社会に関して言うと、や
っぱ内部の視線の方に気を取られてる
というか、優先順位はそっちなんだと
思うんですよね。KY 的な。僕たちくら
いの年齢になるともう気にもしないけ
ど、常時 Web に接続できる時代だから
こそ、リプ

13

をすぐ返さないとみたいな。
そーゆー中で、さっきも書いたような外
側に対する想像力が去勢されてきてるの
かなー、って気もするんですよね。実
際、Twitter とか FB でコミュニケート
しているのは、基本的に興味・関心が同
13　リプライ。Twitter で、あるつぶやきに対する返信。



じ方向を向いている人たちです。で、ネ
ットでそういう人たちとばっかり接して
ると、現実の多種多様というか猥

わい

雑
ざつ

な人
間関係が耐えられないように感じるんじ
ゃないかと。いわゆる「島宇宙」

14

ですよ
ね。僕は 3.11 以後の原発に関する議論
にそれをすごく強く感じました。自分の
周りは基本的に反／脱原発の人間が多か
ったんですが、多くの人がそこでヘンな
安心感を持ってしまっている気もしたん
です。やっぱオレたち正しいじゃないか、
みたいな。でも実際には原発は当分の間
稼働し続けるわけで。陰謀論めいたこと
を言うと、「島宇宙」で反原発派のガス
抜きをさせてるんじゃないか、っていう
仮説も成り立つような（笑）。そういう

14　文化の細分化によって生じたコミュニケーションの
不全状態。社会学者 宮台真司の用いた概念。



のを考えると、僕はネットにおけるソー
シャリティというのを余り信じていませ
ん。確かに一種の理想を持った人たちが
つながれる可能性は持っている。だけど、
現実社会にはもっとわけのわからない人
間たちが沢山いる、っていうワイルドさ
の方が、やはり良くも悪くも力強いとい
うか、説得力があるなあと思います。

■他人はめんどくさい

鵜川　同じようなことを強く感じたの
が、mixi の「イイネ！」。この機能が
mixi における人間関係の在り方を象徴
的に示していると思います。結局、ここ
には異質な他者はいないんですよね。い
るのは、自分の日常や考えに対して「イ
イネ！」と言ってくれる人だけ。日記の
コメントも、基本的には同じです。無限



増殖する自己、みたいな気持ち悪さがそ
こにはある。リアルな社会関係だと、自
己と相同的な他者を探そうとすれば限界
があるし、その社会関係は閉鎖的なもの
になる。そして、その閉鎖性は当然なが
ら、かなり自覚的に維持される。一方、
SNS 上のコミュニティは、異質な他者に
対して閉鎖的なのに、閉鎖的なまま拡大
していく。拡大していくと、自己の価値
観を相対化する視点がないままに、自己
肯定感だけが肥大化していく。そうする
と、結局、相互承認を基礎においたコミ
ュニケーションだけが保存されていき、

「わけのわからない人間たち」は排除さ
れていく。
　うわぁ。書いてて気持ち悪くなってき
た（苦笑）。
　そこで思い起こすのは昔の 2 ちゃん



ねる。あんまりヘヴィに閲覧してたわけ
ではありませんが、みんなそれなりに
熱くなって、ディスる

15

ことこそ存在意
義、みたいな感じだったじゃないです
か。ただ単にニヒリスティックであるこ
とは、僕は決して好きではありません
が、それでも世間に対して斜めに構えた
態度には、オタクの気骨（笑）のような
ものを感じたものです。そういう意味で
は、Twitter の方がまだ、ワイルドさ（!!）
の可能性があるとは思います。飛び交う
言葉がかなり多様ですから。ただ、やっ
ぱりフォローする主体が自分である以
上、どうしてもそこに十分に他者が織り
込まれることはない。だとすれば、どう
やってそこにいない他者への想像力を途
切れさせないようにするか……。やっぱ
15　「けなす。ののしる」という意味のネットスラング。



り、現実社会ってことになります？
細井　僕自身は現実社会とネットを二項
対立では捉えていません。相互に侵食さ
れる関係、という感じだと思っています。
とはいえ、現実とネットの一番大きな差
異は、行動に関わるレヴェルで生起する
と僕は考えています。やはりネット上で
あれ、何かしらのアクション、しかも他
者との関係性を含んだものを形にするに
は、「現実的」な手続きを踏まざるをえ
ない。そうすると、必然的に面倒な手続
き＝他者との遭遇を果たさざるを得ない
というのが僕の考えなのですが。その意
味で危惧しているのは、異質なもの＝他
者という認識です。これは自分の同世代
にも感じるところではあるんですが（苦



笑）。鷲田清一
16

風に言えば（笑）、本来
家族や恋人すら他者なわけですよね。に
もかかわらず、赤の他人を自分と近しい
ものと感じて、しかもそれが当たり前に
なっている環境というのは、ちょっとど
うなんだろう？　という気持ちになりま
す。ちょっと古典的な話になるけれど、
テクノロジーだけが一人歩きして、倫理
というかルールがない状態。
鵜川　現実社会をネットに対置できない
のは、僕も同感です。ただ、すでに細井
さんが言ったことですが、「物心ついた
ら Web 2.0 が当たり前になってる世代」
が、はたして「他者との遭遇」を果たせ
るのか、そしてその結果発生する「現実
的な手続き」を踏むことができるのか。

16　哲学者。『じぶん・この不思議な存在』（講談社現代
新書）など。
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せんが、どうしても難しい気がします。

（以下次号）


	■個人情報もWebで管理
	■情報は見られている！
	■監視されても気にならない
	■他人はめんどくさい

